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第２四半期連結累計期間業績予想と実績値との差異に関するお知らせ

平成25年2月14日に公表いたしました平成25年12月期第2四半期連結累計期間（平成25年1月1日～平成25年

6月30日）の業績予想と、本日公表の第2四半期決算実績値に差異が生じましたので、下記のとおりお知らせいたしま

す。

なお、平成25年12月期通期連結業績予想につきましては、本日公表の第2四半期決算短信に記載のとおり、従来の

予想からの修正はありません。

記

1．平成25年12月期第2四半期連結累計期間業績予想と実績値との差異

売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 四半期純利益
１ 株 当 た り

四半期純利益

前回発表予想（Ａ）
百万円

29,200

百万円

△700

百万円

△800

百万円

△500

円 銭

△4.17

実 績 値 （ Ｂ ） 29,308 △153 △177 △406 △3.40

増 減 額（Ｂ－Ａ） 108 547 623 94

増 減 率（ ％ ） 0.4 - - -
（参考）前期第 2 四半期実績

(平成24年12月期第2四半期)
29,396 △100 △255 △192 △1.60

2．修正の理由

主に宿泊部門の単価上昇により、前回発表に比べ増収となった結果、営業利益が増加したことに加え、ホテル椿山荘

東京の統合に係る費用が当初予想から減少したことや、一部投資の実施時期が年後半以降へ変更になったことなどによ

り、営業損失、経常損失は前回発表予想に比して、縮小しました。また、四半期純損失は、特別損失、税金費用が増加

しましたが、前回発表予想から縮小しました。

以 上


